第１学年３組　数学科学習指導案

平成20年　6月1８日　　４校時

生徒数　男子１５名・女子１５名

計３０名

指導者　教育実習生　　　　　○
１．題材


四則をふくむ計算

２．目標

(1)　指数をふくむ計算や四則をふくむ式の計算に意欲的に取り組もうとすることができる。




　　　〈数学への関心・意欲・態度〉

(2)　計算法則などを使って、四則をふくむ式の正しい計算の順序を考えることができる。





　〈数学的な見方や考え方〉

(3)　指数をふくむ式や四則をふくんだ式を正確に計算できる。






　　　　
　　〈数学的な表現・処理〉

(4)　四則をふくむ式の計算の順序を理解することができる。

　　　　　　　




〈数量・図形についての知識・理解〉　

３．指導にあたって

(1)題材について

　　この単元では、正負の数を符号をつけて表現することや、加減・乗除それぞれの計算方法について学習をすすめてきた。本時はその四則すべてをふくむ計算について学習する。加減と乗除の計算が同時に存在することで符号の決め方を混同してしまう生徒が出ることも想像できる。

　　そのため、一斉指導で計算の順序や符合の決定の仕方を指導し理解させたい。

(2)生徒について

明るく元気な生徒ばかりで、先生の問いに対してもはっきりと答えられる。全体への発問を多く用い挙手発言をもとめていきたい。
また、クラスや学校の生活にも慣れてきて、友達同士でアドバイスができるクラス。前後で答えの確認をするところから、教え合いの形を場を設定し学び合わせたい。

４．本時の指導

(1)目標 

　　指数をふくむ計算や四則をふくむ式の計算に意欲的に取り組み、正しい計算の順序をおさえることができる。

(2) 目標行動

1 これまでの復習に取り組み、正しい計算の順序を確認する。

2 例題の解答を集中して聞き、符号の決め方や途中式の大切さを理解する。

3 意欲的に練習問題に取り組み、正確な計算を行う。

５．指導過程

	目標行動

（時間）
	主な学習活動

主な発問・指示（○）

予想される反応（・）
	主な支援と留意点（・）

評価（☆）

	分節目標①

（２０）

	1、 用語の確認をする

○　これまで学んだ計算方法はどんなものがありますか？

○　それらをまとめて四則といいます。

・累乗は含まないのですか？


	· 四則に読み仮名をふる。

· 累乗は特殊な形のかけ算であることを理解する。


	
	２，これまでの復習を行う

· 復習をしましょう。

· すぐできる。

· 途中で間違えている。

· なかなかできない。
	· 復習から、生徒の計算の順番が正しいかどうか確認しておく。

· あらかじめ式を書き、回答は早くできた生徒に書かせる。

· できない生徒には手助けする。

· ④⑤より累乗の比較を行う。

	
	３，計算方法を確認する 

· 復習での計算の順番を黒板でまとめてもらいましょう。手伝ってくれる人はいますか？

· 累乗は、どうなりますか？


· ただし、（）がきたら（）を計算するんだよ。
	· 黒板に四角を書き、乗法や除法のフラッシュカードを生徒にはらせる。

・①、③より（）の計算が早いことを導く。

	分節目標②

（１５）
	４、例題を解決する

· 負の数が加わるだけで、復習のときと計算の順序は変わりません。

· 途中式をしっかり書きましょう。

· （例題の②）ここでみんなに質問です。ただの２４で計算しますか、－２４で計算しますか？

· ２４です。

· －２４です。

· 実際に計算してみますから、どちらで計算した方が良いか判断して下さい。


	· 符号の対処をていねいに確認する。

· 途中式をしっかりと書かせて、個々のポイントを強調する。

· 前に記号がある時は（）を付ける。

· 両方の計算でどちらの計算がスムーズか生徒に判断させる。

· ②は逆数の確認をする。
· ③は中括弧の確認をする。
· ④は累乗の確認をする


	分節目標③

（１５）
	５、練習に取り組む

· 計算の仕方は例題を見ながらやってみましょう。特に、途中式を必ず書かないと丸は付けません。

· では、練習してみましょう。まわって丸を付けていきます。
	· プリントに対して意欲的に取り組んでいるかどうか。

· 計算の順序を理解し、問題を解決することができたか。




６．活動プリント

　　



月　　日　（　　）　名前

　　　　

	１年数学
	正負の数⑮
	四則をふくむ式


今までに習った四つの計算

加法、　　　　、乗法、　　　の4つをまとめて　　　　という。

＜復習＞途中式も書きましょう。

（小学校の復習）
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（前回までの復習）
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＜例題その１＞　
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＜例題その２＞　
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＜例題その３＞
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＜練習＞途中式も書きましょう。
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計算の順番





累乗


　　　↓


乗除


　　　↓


加減


（）がきたら（）を先に計算する。
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